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動物のまとめ

【せきつい動物の分類】

背骨のある動物をせきつい動物という。

ホニュウ類 鳥類 ハチュウ類 両生類 魚類

体表 体毛 羽毛 うろこ 粘液 うろこ

ふえ方 胎生(体内受精) 卵生(殻有・体内受精) 卵生(殻無・体外受精)

体温 恒温 変温

心臓 2心房2心室 2心房1心室 1心房1心室

呼吸 肺呼吸 えら呼吸

例 イヌ・ウマ・クジラ ヘビ・ヤモリ・カメ フナ・メダカ・サメ

【草食動物と肉食動物】

植物を食物にしている動物を草食動物，動物を食物としている動物を肉食動物という。

◆草食動物の頭骨 目は広範囲が見えるように横についている。草をかみ切るた

めの門歯が発達し，臼歯はたいらになっていて，草をすりつぶ

すのにつごうがよい。また，草は肉よりも消化されにくいので，小

腸が長い。

◆肉食動物の頭骨 目は遠近感をとりやすいように前方についている。えものをし

とめるための犬歯が発達し，臼歯はギザギザになっていて，肉を

引き裂くのにつごうがよい。

【節足動物の分類】

からだが固いからでおおわれており，節のある足を持つ動物。

コン虫類 甲かく類 多足類 クモ類

区分 頭・胸・腹 頭胸・腹 頭・胴 頭胸・腹

足 3対 5対 多数 4対

呼吸 気管 えら 気管 気管・書肺

触角 1対 2対 1対 なし（触肢）

例 ハチ・セミ・チョウ エビ・カニ・ミジンコ ムカデ・ヤスデ・ゲジ クモ・サソリ・ダニ

５

カエル・イモリ

サンショウウオ

2心房1心室
（不完全な2心房2心室）

ハト・ニワトリ

ペンギン

門歯 臼歯

《 ウマの頭骨 》

草を
すりつぶす

《 ネコの頭骨 》

犬歯

臼歯

肉を
引き裂く
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【コン虫類の分類】

チョウやガの仲間

カブトムシの仲間

ハチの仲間

アリの仲間

ハエやカの仲間

バッタ・コオロギの仲間

トンボの仲間

セミの仲間

無 変 態

【コン虫の食べ物】

コン虫 幼虫の食べ物 成虫の食べ物

モンシロチョウ アブラナ科の植物の葉 花のみつ

アゲハチョウ ミカン・カラタチの葉 花のみつ

カブトムシ くさった葉や木 クヌギなどの樹液

テントウムシ アブラムシ（アリマキともいう）

コオロギ・スズムシ 草の葉や実，動物の死がい

トンボ 小魚・オタマジャクシ 飛んでいる虫

セミ 木の根のしる 木の幹のしる

カマキリ 生きているコン虫・小動物

カ 水中のプランクトン おすは草のしる，めすは血

口は，花のみつや汁を吸うのに適した細長い管になっている。

はねは4枚で，表面はりん粉でおおわれている。

かむのに適したじょうぶなあごを持っている。はねは4枚あるが，前ばね2枚はかた

い。コガネムシ・クワガタムシ・テントウムシなど。

ミツバチの仲間の口は，長くのびてみつを吸うようにできているが，ふつうのハチは

大あごが大きく，かむようにできている。2個の複眼の他に3個の単眼を持っている。

かむのに適した大きなあごを持っている。ふつう，はねはない。

吸う口

ハエの口はなめるのに適した形をしている。カの口は吸うのに適

した形をしている。単眼を3個持っており，はねは2枚しかない。

じょうぶな大あごの口を持っている。単眼を3個持っている。

口は，木や草につきさして汁を吸うように管状に長くのびている。単

眼を3個持っている。腹に鳴くしかけがある。

シミ・シラミ・トビムシ

なめる口

じょうぶな大あごを持っている。キリギリスの仲間は触角が長く，バ

ッタの仲間は短い。コオロギ，キリギリスなどは前ばねをこすって

音を出す。単眼を3個持っている。 かむ口

さす口

かむ口

完

全

変

態

不

完

全

変

態

頭 胸 腹

複眼

触角

足

はね

単眼

気門

複眼 しょっ角

※しょっ角は，

においを感じる。
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【コン虫の冬ごしによる分類】

木の枝や幹 カマキリ・オビカレハ
卵

土の中 バッタ・コオロギ

小枝や葉でつくった巣 ミノムシ(ミノガ)

木の枝や幹の中 カミキリムシ・ゴマダラチョウ
幼虫

土の中 セミ（１年目は卵）・カブトムシ・コガネムシ

水の中 トンボ

木の枝や幹 モンシロチョウ・アゲハ・イラガ
さなぎ

土の中 ハエ・スズメガ

木のわれ目 アシナガバチ・スズメバチの女王バチ

巣の中 ミツバチ

成虫 落葉や石の下 テントウムシ・ハサミムシ・ゴミムシ

土の中 アリ（土の中の巣の中）

水の中 ミズスマシ

【モンシロチョウの一生】

モンシロチョウはアブラナ科の植物（キャベ

ツ，ダイコンなど）の葉の裏に，たまごを1個ず

つうみつける。はじめは乳白色をしているが，

次第にこい黄色になっていく。そして，だいだ

い色になると幼虫が出てくる。たまごから出た

幼虫はまず，自分のたまごのからを食べる。幼

虫は4回脱皮し，やがてさなぎになる。1年に4

～5回このような一生がくり返される。

【メダカの育ち方】

5～8月ごろの朝早くに，10～15個くらい産卵す

る。卵の大きさは約1mmで，付着毛という5mmくら

いの長い毛が付いている。これで水草にからみつ

く。水温が25℃のとき，11日でふ化する。生まれた

ばかりのメダカは，腹に卵黄をもっており，2～3日

は何も食べない。

約10日

つめのある足
(3対)

吸盤のような足
(4対)

吸盤のような足
(1対)

1mm

約1週
間

約
3
～
4
週
間

むなびれ

おびれ
はらびれ

こう門

せびれ
(切れこみがある)

しりびれ
(平行四辺形)

せびれ
(切れこみがない)

しりびれ
(三角形に近い形)

〔おす〕 〔めす〕
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【プランクトン】

植物性プランクトン 動物性プランクトン

【顕微鏡】

① 最初に接眼レンズ，次に対物レンズを取り付ける。

② 接眼レンズをのぞきながら，視野が明るくなるように反射鏡を動かす。

③ プレパラートをステージに置き，クリップで固定する。

④ 横から見ながら調節ねじを回し，対物レンズをプレパラートに近づける。

⑤ 接眼レンズをのぞきながら調節ねじを回し，対物レンズをプレパラートから遠ざけ

ながら，ピントを合わせる。

⑥ 最初は低い倍率で見るものを視野の真ん中に

移動させ，その後，高い倍率にかえる。なお，顕

微鏡では上下左右が逆に見えるので，プレパラ

ートの動きと視野の動きは正反対になる。

【消化のようす】

外からとり入れた

食物を，体内に吸収

されやすい物質に分

解するはたらきを，

消化という。

◆消化酵素 消化液に含まれ，消化にたずさわる物質を消化酵素という。消化酵素は体温（37℃）くらいの温度で最も

よくはたらき，60℃以上ではそのはたらきを失ってしまう。なお，たん汁（液）には含まれていない。

◆デンプンの検出 でんぷんにヨウ素液をかけると青紫色になる。

ミ ド リムシ

ゾウリムシミ カヅキモ

ミジンコ

ケイソウ

ツボワムシ

アメーバ

接眼レンズ

鏡筒
調節ねじ

ク リ ップ

ステージ

反射鏡

レボルバー

うで

対物レンズ

デンプン たんぱく質 脂 肪

胃 液

すい液

腸 液

だ 液だ液せん

胃

肝臓

すい臓

小腸

十二指腸

大腸

食道

小腸の柔毛の

毛細血管に吸

収される

※大腸では，おもに水分を吸収している 。

《 柔毛 》

表面積を広く して，より多

くの養分を吸収できるよう

になっている 。

毛細血管

リンパ管

小腸の柔毛の

リンパ管に吸

収される

ブドウ糖

(消化)

(消化)

ア ミ ノ酸

(消化)

(消化)

脂肪酸

グリセリン

肛門

胆のう
胆 汁

プレパラート

を動かす向き
顕微鏡の視野
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【血液の循環】

消化されて吸収された養分や，呼吸によって取り入れた酸素は血液によって体

中に運ばれる。

◆心臓 筋肉質の器官で，血液がもどってくる部屋を心房，血液が出ていく部

屋を心室という。

◆動脈 心臓から出ていく血液が流れている血管。かべが厚く，脈はくがある。

◆静脈 心臓にもどってくる血液が流れている血管。

かべがうすく，ところどころに血液の逆流をふ

せぐ弁がある。

◆肝臓 体内に吸収されたアミノ酸は，分解されてアンモニアになる。アンモニ

アは毒性が強いので，肝臓で毒性の弱い尿素に変えられる。また，小腸

で吸収されたブドウ糖をグリコーゲンとしてたくわえている。

◆じん臓 ソラマメ状の器官で，すい臓の後ろに1対あ

る。血液中の水分や塩分，尿素などの不要物

をこしとってぼうこうへ送り，尿として体外に排

出する。

【血液の成分】

◆赤血球 赤い色素であるヘモグロビンを含み，ヘ

モグロビンが酸素と結合する性質をもつ。

◆白血球 体内に侵入してきた細菌などの病原菌を

とらえて殺す。

◆血小板 出血したときに血液を固める。

◆血しょう うす黄色の透明な液体。養分，二酸化炭素，不要物を運ぶ。

【肺】

細胞の呼吸によって生じた二酸化炭素を排出し，酸素を吸収する。

◆肺胞 気管の末端にある小さな袋で，まわりを毛細血管が網の目の

ようにとりまいている。ここで，酸素と二酸化炭素のガス交換が

行われる。肺胞が多数あることで，表面積が大きくなり，効率よ

くガス交換が行われる。

◆呼吸運動 息を吸うときは，横隔膜を下げると同時にろっ

骨を上げることによって，胸の中の容積が増え，

空気が入ってくる。息をはくときは，横隔膜を上げ

ると同時にろっ骨を下げることによって，胸の中の

容積が減り，空気が出ていく。

左心房

右心室

右心房

大動脈

肺静脈

肺動脈

大静脈

左心室

赤血球

白血球

血し ょ う

血小板

動脈静脈

じん臓

ぼう こ う

輸尿管

小腸

肝臓

からだの下部

じん臓

肺

からだの上部

心臓

肺
静
脈大

動
脈

肺
動
脈大

静
脈

酸素を多く含む血液
(動脈血)が流れている

二酸化炭素を多く含む血液
(静脈血)が流れている

不要物が
少ない

養分が
多い

毛細血管

ガラス管

ゴム膜

底のない
ガラスびん

ガラス管から空気が入り ，
ゴム風船がふく らむ。

③

ゴム膜を下に引く 。①

ゴム風船

《呼吸運動を調べる実験 》

ガラスびんの中の
気圧が下がる 。

②

気管
肺胞

気
管
支

横隔膜
毛細血管

気管支

血液の
流れ 弁
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【骨と筋肉】

筋肉は，けんというじょうぶなすじで骨とつなが

り，これによって骨を動かしている。

【人の誕生】

男性の精子が女性の体内に入ると，精子は卵管をさかのぼっていく。卵と精子は卵

管の上部で出会い，そこで受精する。受精した卵は細胞分裂をくり返しながら，卵管を

ゆっくりと子宮へ移動していき，やがて子宮の壁にたどり着く（着床）。着床した卵は，さ

らに細胞分裂をくり返しながら，やがて胎盤を形成する。胎児は胎盤とへそのおでつな

がっている。へそのおは血管などが集まってひものようになったもので，胎児はそこを

通して母体から養分や酸素を受け取り，不要なものをすてている。胎児は，受精後約

38週目に誕生する（身長約50cm，体重約3000g）。

◆精子 長さ0.05mmほどで，精巣でつくられる。長いべん毛をもっている。

◆卵子 直径0.14mmほどで，卵巣でつくられる。約1か月に1回の割合で排卵（卵

巣から卵子を出すこと）が行われる。

B
関節

A

けん

うでを うでを

曲げるとき のばすとき

Aの筋肉 縮む のびる

Bの筋肉 のびる 縮む

卵管 子宮

卵巣

胎盤

へそのお

羊水で満た
されている


